
JSL（Japanese as a second language）カリキュラムは、日本語の力が不十

 

分なため、日常の学習活動についていけない外国籍の（日本語を第二言語と

 

する）生徒の授業に参加するための日本語の力と学ぶ力（「日本語で学ぶ

 

力」）を育成することを目的としたモデル・カリキュラムです。

ＪＳＬカリキュラムの特徴ＪＳＬカリキュラムの特徴

②すぐ、授業実践ができ

るよう、多様な指導案と

ワークシートを提示

①ＪＳＬを学ぶ生徒に合わ

せた学習項目、学習単元

の一覧を明記

学校教育におけるＪＳＬカリキュラム（中学校編）

各教科（国語科、社会科、数学科、理科、英語科）で習得すべき基礎基本

 

を設定し、しかも、通常の授業よりもきめ細かな指導ができるよう、多様な

 

学習支援と日本語支援のアイデアを盛り込みました。

③よく使う学習用語を生

徒の母語（７言語）に翻

訳した対訳表を添付



各教科で多様な支援を用意しました各教科で多様な支援を用意しました
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・生徒がまだ学習していなかったり、十分に理解できてない事項を
速習できる指導例（「速習サンプル」）を提示

・生徒が数学の授業につまづく原因の具体的な事例及びその支援
策について提示

・生徒がまだ学習していなかったり、十分に理解できてない事項を
速習できる指導例（「速習サンプル」）を提示

・生徒が数学の授業につまづく原因の具体的な事例及びその支援
策について提示

・多様な文章ジャンルを取り上げ、生徒の話す力、聞く力、書く力、
読む力を伸ばす指導法を提示

・生徒の言語習得の力を促すため、毎日の「帯単元」で取り扱う
学習活動のヒントを紹介

・多様な文章ジャンルを取り上げ、生徒の話す力、聞く力、書く力、
読む力を伸ばす指導法を提示

・生徒の言語習得の力を促すため、毎日の「帯単元」で取り扱う
学習活動のヒントを紹介

・具体物や絵、さらには日常生活で使う用語を用いた授業の導入
例を提示

・オーラルワークを中心に英語の運用能力を身につけられる指
導案を紹介

・具体物や絵、さらには日常生活で使う用語を用いた授業の導入
例を提示

・オーラルワークを中心に英語の運用能力を身につけられる指
導案を紹介

・学んでおきたい「基本概念」「基本技能」を精選して配置した
「JSL理科カリキュラムマップ」を提示

・単元ごとに学習目標を設定し、生徒がその目標に達成したかどうか
確認するための質問・回答例を示した「単元シート」を用意

・具体物やイラストを活用した「授業案・ワークシート」を例示

・学んでおきたい「基本概念」「基本技能」を精選して配置した
「JSL理科カリキュラムマップ」を提示

・単元ごとに学習目標を設定し、生徒がその目標に達成したかどうか
確認するための質問・回答例を示した「単元シート」を用意

・具体物やイラストを活用した「授業案・ワークシート」を例示

・学習する内容を重点化
・地図・図表・写真を用いて、生徒自身が体験できるような操作的
な活動を重視した授業例を提示

・生徒の母国の事例など、生徒の経験や知識を活かす活動を提案

・学習する内容を重点化
・地図・図表・写真を用いて、生徒自身が体験できるような操作的
な活動を重視した授業例を提示

・生徒の母国の事例など、生徒の経験や知識を活かす活動を提案
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